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福井県自治研究センター 竹内正毅理事長挨拶 

 ３．１１の東日本大震災から７

か月を迎えようとしています。そ

の中で原発の安全性が崩れ、不都

合な真実が明らかとなってきてい

ます。率直に言って、政治家や官

僚がこれをどこまで精査し止める

ことができるか非常に疑問な点が

あります。これまでも土地神話を

はじめ数多くの神話がありました

が脆くも崩れ去りました。しかし、

原発の神話だけはまだ息の根は止

まっていません。「エネルギーがなければ生活が成り立たない」、「国際競争力が無くなる」

といった議論や、「自然界には放射能があり日常的に摂取しているので、少しぐらい何とも

ない」といった意見が出されたりしています。鹿児島県の自治体で原発の映画をしようと

したら公共施設を貸さないといったことも行われています。原発のある自治体では「停止

すると雇用が守られない」という理由から再稼働の話も出ています。この原子力村を解体

し、きちんとしたエネルギーシステムが出来るよう見張っていかなければなりません。 
 

西谷修氏講演 

はじめに 

 今年は世界的出来事が二つ起こりました。ひとつは、アラブ地域の民主革命です。９．

１１以降の「テロとの戦争」が何の役にも立たず、アメリカの押しつけとは違うところか

ら民主化が起こってきました。２０世紀に確立されたアメリカの世界的ヘゲモニーの凋落

を象徴する出来事です。それと並んで、世界を揺るがしたのが、日本で起きた東日本大震

災とそれに伴う原発事故です。原発災害が世界的にどういう意味を持つかですが、ここ数

年、地球温暖化の問題がとりざたされ、それを踏み台にして世界的に原発推進政策が展開

されてきました。１９７０年頃に日本をはじめ産業公害の問題が出てきました。そして「成

長の限界」が意識され、資源が枯渇するのではないかといった議論もなされました。この

「成長の限界」を乗り越える「打ち出の小槌」が原発だったのです。それがチェルノブイ

リ事故（１９８６年）などにより一旦勢いを失います。それを再活性化する大きなイデオ

ロギーが地球温暖化問題だったのです。「原発はクリーンなエネルギー」という原発推進の

世界的流れがここ数年強まり、政権交代後の民主党政権も原発で５０％以上の電力を賄う
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こととし、また原発を主要な輸出産業にするという方針を出しました。そのような方針を

出した首相が「脱原発」と言わざるを得ないほどの衝撃を今回の事故はもたらしました。

世界的にもこれを契機に、原子力エネルギーへの期待は一気にしぼみました。ヨーロッパ

でも主要な経済大国ドイツは一度原発を長期的にはやめるということを決めましたが、現

政権は原発推進へ方針転換をしていました。それが再び、１０年をめどに原発を全て廃止

するということを決定しました。その他にも原発から撤退をする国が出てきています。世

界の趨勢は決まりつつあります。 
何十万という被災者を出さないと、脱原発の流れにならなかったということは残念なこ

とです。しかし、事実として今回の事故は決定的な影響を持ったということです。 
 

１ 「原発の代わりは停電」なのか？ 

日本の場合、脱原発か原発維持かが議論されていますが、はっきりいって原発は維持で

きません。福島の事故の初期、その対応に追われている時期に、どうしてこのようなこと

になったかがかなり報道されました。今まで隠されていたことも明らかになり、政治と官

僚と学会と産業界とメディアが「原発を守る５重の壁」であるがごとく日本の原発を支え、

原子力エネルギーは安くて安全でクリーンであるというキャンペーンを張り続け、いかに

社会の組織化をやってきたかということです。これが白日の下にさらされました。喉元過

ぎれば何とやらで、これを無かったかのようにすることもできないわけではありません。

日本は政治、官僚も財界もメディアも２、３日前に言ったことを忘れられるという素晴ら

しい能力を持っています。「福島は終わった」ということにしたい行政や官僚やメディア関

係者も多くいます。しかし、今、日本で起こっていることは、日本だけで決められる事で

はありません。３月 12 日の朝には１号機の屋根がついていたのに、夕方には何もない、す

かすかの建物になっていた、ＴＶのアナウンサーの「何が起きたのか」という質問に対し、

原発の専門家という人が出てきて「“爆発様の事象”が起こった」というのです。同じころ

ヨーロッパのＴＶでは１号機の爆発の映像を流していました。事態はここまで深刻でメル

トダウンは避けられないと議論しているのです。日本のことなのでヨーロッパでは露骨に

包み隠さず指摘できるのです。全世界が日本で起こることを見ているのです。原子力・保

安院の西山英彦前審議官はアメリカの『フォーリン・アフェアーズ（日本版）』という雑誌

の記者の質問に対し「日本の原子力政策は微動だにしない」といい、「電力に関しては他に

も可能性があるのでは」という問いに、「いや、原発の代わりは停電です」と答えたのです。

これは報道されましたが、経産省の代表として原子力の担当者が事態の真っただ中で公然

とこう答えたことは全世界の笑いものです。日本の官僚がいかに硬直した思考の持ち主で

あるかということです。方針を変えないというだけではなく、他の多様なエネルギーは眼

中にないといっているわけですから。電気は原発でないと得られないと思い込んでいるの

か、「原発なしは停電」だというのは国民に対する恫喝です。それを担当官僚が言うわけで
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すから、全世界は日本国民を気の毒に思うかもしれません。これだけの災害があったら、

他国なら略奪・暴行・打ち壊しなど社会の無秩序状態が生ずるところですが、日本ではわ

ずかに身に付けていた飲物・食べ物を救援が来るまで出し合ったとか、ローソンの社長は、

支店がいくつ機能しているか、２，３日以内に開けるところを調べ、そして今生産できる

ところはどこかを調べ、おにぎり５万個作り、日本海側から山越えして配送し、開けるこ

との出来る店舗でおにぎりを配布したという話もありました。これは、ここでローソンの

名をあげて将来の顧客を

取ろうとしたわけではあ

りません。自分が物流の事

業をやっていて、今、助け

られることは何かを考え

たのです。多くの人がそう

いうことをした。だから全

世界は感心したのです。当

時、中国の人が日本人は一

級だ、それに対し政府は五

級だ言っていました。政府

を代表してものを言う官

僚が国民を恫喝する。そう

いう官僚しか持たない国民を全世界は憐れんだのです。憐れむと同時に理解したと思いま

す。なぜ、この国が無謀な戦争に突入し、無条件降伏まで戦争をやめられずに焼け野原に

なったのかを理解したのです。焼け野原から奇跡の復興を遂げ、世界からやっかみを受け、

その挙句に原発街道をまっしぐら、そしてついに福島を起こした。チェルノブイリ事故の

時は、社会主義の国だから仕方がないという見方がありました。しかし、日本は自由主義

世界でも技術的にも優秀で勤勉であると見られてきました。しかし、そこでこのような事

故が起きた。しかも、事故が起きても全くの反省もせず、「原子力政策は微動だにしない」

という官僚が臆面もなく居座っている。なぜ、日本がこんなにすばらしい面を持ちながら、

戦争などというばかなことをして潰れるのかという秘密を理解したのです。明治以降の日

本の国のダッチロールの中にこのような構造があったのです。 
つい最近中国に行く機会がありました。雲南省の昆明という海抜２５００ｍくらいの高

地です。東南アジアへの物流の拠点になっています。ここでも経済発展による大きな変化

が起こっています。市街地で３００万人・市全体としては６００万人の規模です。市街地

は高層ビルが立ち並び発展をしています。もともと気候が温和であくせくせずに生活でき

るところです。ところが、沿海部から商人が入ってきて、土地の値段を吊り上げる、商店

の運営権もかっさらってしまう。地元の人は追いやられて、道路掃除とかゴミ拾いとかし

かなくなってしまうと怒っていました。これはグローバリゼーションにおいて、経済の中
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心になる部分と周辺にあたる部分とで起こる現象です。昆明としては経済規模が拡大し数

値的には繁栄しているということになります。しかし昆明に住んでいる人たちの生活レベ

ルはグーンと落ちて、収益は上海とか沿海部に持っていかれてしまう。世界全体のレベル

では中国がグローバリゼーションの中に進出しますが、中国の国内でもまたそれと同じよ

うな現象が起こっているのです。しかし、混明で走っているスクーター、オートバイは全

て電動です。また、山並には風力発電の風車が林立しています。全世界は中国の１４～５

億人の人口が日本と同じように自動車を走らせてガソリンをどんどん使ったらどうなるの

だろうと心配しています。ところが、中国がそのように成長しないと、日本やアメリカは

成長できないというのでジレンマがあります。自由主義経済の側ではそのことを非常に心

配しています。けれども、中国では目に見える形でエネルギーの多様化をしているのです。

また、北京オリンピックの会場だった「鳥の巣」あたりの照明には全部ソーラーパネルが

ついています。信号機にもソーラーパネルが付いている。しかし、そのようなことは日本

ではほとんど報道されません。 
一方、日本の経産省官僚は「原発の代わりは停電だ」といっているわけです。原発をや

ればいろんなところが儲かる。政治家も儲かる。官僚も権益を守れるし、天下りもできる。

学者も研究資金が取れて大きな顔ができる。産業界は国からはものすごい補助金が出、税

制的にも優遇される。原発をやるかぎり会社は安泰で、好きなように電気料金が取れるわ

けです。原発は出力が調整できないので、沢山電気が余りますが、それをイルミネーショ

ンのように無駄に電気を使わせれば電気料が沢山入ってくるというように、原発をやれば

みんなが儲かるという仕組みにしているわけです。そしてそれを数値化すると、経済指標

としてはＧＤＰが上がったということになるのです。つまり経済成長したと。成長が必要

だということになれば「この路線で走ればいい」、「この路線を走らなければならない」、「こ

の路線で走らないやつは国賊だ」ということになります。原発以外には目が向かない。そ

の体制が国の基本を設計したり運営したりする連中の中に染み込んでいます。だから中国

でここまでエネルギーの多様化が進んでいることなどは知らせないわけです。 
福島に２つの新聞があります。『福島民報』と『福島民友』です。福島で起こっている状

況をつぶさに報道しています。でも、政策的なこととか大きな流れのことなどについては

及び腰になってしまいます。年間１億円とかの広告費が入っていてくれば、記者の方も「東

電は神様だから」ということになるわけです。記者がどんな記事を書いたとしても、最終

的に編集する部局ではじかれます。アンタッチャブルなわけです。朝日・読売・日経など

大新聞も当然そうで、大きな広告費が入っているわけです。よくも悪しくもメディアの役

割は大きいということです。 
 

２ 除染すれば大丈夫ではない 

福島ではいま除染が大きな問題になっています。除染はどうしても必要なことですが、
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除染をしたから帰って来いとか、あるいは、除染をするからここに住み続けられる等など

の話があります。ホットスポットはバラバラにあって、除染をするといっても、学校の校

庭とか通学路は除染出来ても、その周辺はなかなか行き届きません。一旦除染しても、山

とか森に溜まっている放射能が流れてきて結局除染の効果が無くなることにもなります。

しかし、行政の方は、福島県・福島市や南相馬市…など、人口が無くなれば行政単位が成

り立たなくなるわけです。だからまず、これ以上の人口流出を食い止めたい、戻したいと

いうことがあって、自治体自体が住民を囲い込むことになります。そこで子供を持つお母

さんなどが一番の板挟みになるわけです。子供の前ではしっかりしているが、子供の寝た

後はノイローゼ状態だというお母さんもいます。そのような状態に“雪隠詰め”にされて

います。 
除染はやらなければなりませんが、除染したから大丈夫ということにはなりません。そ

こで生活しようとすると、ものすごくいろんな問題や危険に身をさらさなければなりませ

ん。何の支援もなくここに残れという圧力と子供をなんとか安全なとこに連れて行きたい

という板挟みで大変な思いをしている。そのような方をサポートするネットワークも出来

ています。南相馬市のような小さな市では昼間も子供が少ない、人通りが少ない。それを

小学校に「がんばろう」とか「負けないぞ」と書いてあるのですが、何に負けないのか。

放射能に負けないということは人間にはできません。負けずにここに留まるということな

のか。残っている子供たちが「負けないぞ」という言葉を心に埋め込まれると、出て行っ

た人たちはなんだろうということです。避難した人は負けたというのか、何に負けたのか。

そういう形で人々の分断が行われていて、とくに今避難したいと思っている人たちには一

切の援助もない状態です。 
 

３ なぜ核開発は行われたか？ 

経済原則から見ても原発は採算に合わないことは明らかになっています。東電が今起こ

っている被害を今後数十年にわたって賠償すれば、５０兆円規模になるといわれています。

それを１企業が負えるはずはない。私的企業として競争の中でやっていこうとすれば、電

力企業は原発をできなくなります。何が原発に人々を引きとめているかですが、相変わら

ずの経済成長神話というのがあります。原発がないとエネルギーが不足し、産業空洞化が

起きるとか、景気が悪くなるとかいわれます。しかし、そのために原発をやり続けるのか

といえば、やっぱりやめなければならないという論理は出そろっています。 
経済的理由がないとすれば、“国家意思”です。とうとう最近、石破茂自民党前政調会長

などが言い出しました。「原発は抑止力だ」というのです。これは本音で、原発を持って、

これを運営する技術を持っていることは核兵器を作れるということで、国家は人間と異な

るけれども、国家にも意思があるとみなさざるを得ない。近代国家はヨーロッパでは１８

世紀ころに形をとるのですが、「主権領邦国家」という形で成立します。あるテリトリーに
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絶対的権力を持って、これを自分の法律で統治する。同時にそのまとまりを代表してよそ

に対して戦争を宣言するのが主権国家です。主権とは抽象的なものですが、モデルとして

は国王のいる国です。国王が主権者で、一つの法秩序を機能させ、この法に従わなければ

テリトリーから出ていくか、抹消するということで国内を従わせる。全てを従わせた国を 

代表して、よそに対してテリトリーを守る、外と戦争するというのが役割です。だから、

主権国家の権限とは国内で死刑を執行できること、国外では外国人を殺せることです。人

間社会では人を殺すことを禁止されています（殺人の禁止）。主権国家の主権とはこの二重

の禁止を解除しうる権限です。国内ではいうことを聞かない者を殺す、よそに対しては彼

らを殺せと言うことです。ヨーロッパは１７世紀の中ごろにこの主権国家同士で仲良くや

ろうという体制をつくる。それを国家同士、国家間の国際秩序・インターナショナルな秩

序という形で定めて、主権国家より下とみなされる集団が武器をもって何かをしようとす

ると内乱とみなされて主権者が潰すというシステムをとりました。それまでは、皇帝、国

王、地方豪族などがいましたが、この秩序のなかでは国王を頂いた主権国家しかなくなり

ました。それ以外は主権国家の内部の問題とされてしまったのです。この国際秩序の仕組

みは国王がなくなっても続いて行きます。フランス革命では国王をギロチンにして、主権

は国民にあるとして共和制にしましたが、相変わらず主権領邦国家です。それを世界に拡

げていく。主権領邦国家でないところは、お前たちはだめだといって植民地にしていくわ

けです。 
 江戸末期に黒船が日本へ来た時も、当時の日本は一律の法律も憲法もないので主権領邦

国家ではないので、平等な条約は結べないとして不平等条約を結ばされました。その後、

日本は主権領邦国家になろうとして対等になるのに５０年かかっています。安政条約から

５０年後にようやく条約改正ができます。日清・日露戦争に勝って、台湾・朝鮮半島を植

民地にし、ヨーロッパ以外では初めて植民地帝国になって、国際秩序の中の主権国家と認

められたわけです。そういうふうにして、近代国家は戦争するということを一つの原理と

して組み込んでいるのです。主権領邦国家による国際秩序は戦争を勝手にやってもよいと

いう秩序です。それまでは、人を殺し、物を壊すので、「神のおぼしめしだ」というジャス

ティフィケーション（justification）が必要でした。ところが、ヨーロッパではカソリック

だけでなくプロテスタントなど様々な宗派が出てきてしまった。お互いが全知全能の神を

掲げて戦い合うと、皆殺しの凄惨な戦争となってしまう。宗教戦争です。それを止めるた

めに主権領邦国家を作ったわけです。これから戦争を行う時に神の名を持ち出してはいけ

ないこととした。慾得尽くでやればよい。しかし、戦争をやる権限があるのは主権領邦国

家であり、それ以外の集団がやると徒党として鎮圧されるわけです。今でいえば「テロと

の戦争」です。お互い自分の欲得尽くで戦争していいわけですが損をする場合もある。力

の差が出てくると、強い奴が弱い奴を飲み込もうとする。そこで合従連衡をやって敵に攻

められないような国際関係を作っていく。勢力均衡の考え方です。フランスはドイツと敵

対するときはロシアと組んでドイツを牽制するとかです。 
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日本も明治以来同様の国家形態になりました。戦後はその国家形態は基本だが、冷戦で

米ソがせめぎ合いその下で代理戦争があるという状況でした。ソ連が潰れた後、アメリカ

が圧倒的な軍事力を持っている。戦争をできるのはアメリカだけです。２０００年の段階

でアメリカの軍事支出はアメリカ以外の最大１０カ国集めたよりも多いという圧倒的な差

がありました。しかし、国家は戦争をすることが前提となっていますから、こうした国際

秩序の中では弱くなったら国が持たないという考えがあります。弱い・強いを決めるもの

は国力で、軍事力と経済力、特に軍事力です。そこで国家は強力な手段を持ちたがるわけ

です。日本のように１９世紀末から２０世紀前半に主要な軍事勢力であった国では、軍事

力を重視する勢力もあるわけです。一旦戦争に敗れてもそのような勢力は生き残ります。

日本の場合はＣＩＡが冷戦のために生き残らせたのです。その人たちは国家は強くなけれ

ばならない、最終的にものを言うのは軍事的な国力だという考えがある。だから地上に核

兵器がある限り核を持つ。それが無意味かといえば無意味ではない。その裏返しの例が北

朝鮮です。北朝鮮が核開発をしなければアメリカは歯牙にもかけない。「核兵器を持つぞ」、

「持ったぞ」というから初めてアメリカは相手にするわけです。核兵器を持つのは国家に

とっては「カード」です。日本はアメリカに５年間占領され、その後はアメリカに逆らわ

ないということを“国是”として、アメリカのいうとおりにやってきて、国際秩序の中で

はアメリカのコバンザメのようにして国際社会の中で動いてきました。 
しかし、核というオプ

ションを持たなければだ

めだと考える勢力がいい

ます。その代表が中曽根

康弘です。最初の原子力

基本法・核関連予算を付

けたわけです。岸信介に

強力にサポートされます。

「原子力は核武装のため

ではない」と日本は言い

続ける。冷戦の終わりま

では日本を軍事大国化さ

せないというのがアメリ

カの方針でしたが、冷戦後は日本と中国の対立関係を作ってコントロールしていくのがア

メリカの方針ですから、中国とそこそこ対抗できるような軍事力を持つことを推進するわ

けです。基本的には日本の憲法には戦争放棄の条項もあり、積極的な軍事行動には出ない

とすると、当然のことながら核を持たない、国民の原爆以来の核に対する反発もあり世論

を納得させることが大変だということもあり、戦力としての核は持たないということを前

提としてやってきたわけです。しかし、核兵器と原発の仕組みは同じですから、いつでも
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原子炉を作って運営するノウハウがあれば、原爆は作れるわけです。それに、発電でプル

トニウムができる。この国が原子力政策を積極的に推進し、原発をこれだけ沢山持ってい

るということは同時にいつでも原爆を作れるという「潜在的核保有国」という形がありう

るのです。最初、核保有国は５常任理事国だけでしたが、イスラエルなど増えてきており、

核があるかないかは国際政治の発言力を持つわけです。それを求める勢力があります。 
主権領邦国家の体制＝「ウエストファリア講和会議」で基本がつくられてヨーロッパに

拡げられたので「ウエストファリア体制」と言いますが、その延長に現在の世界秩序を考

えるのか、そうではない別の体制で考えるのかによって、核のオプションについての考え

方は異なります。核がなくてもこの世界で重要な国としてやっていくやり方もあります。

にもかかわらず、「世界は喧嘩だ、人間性善説には立てない」と考えれば核を持つという話

にもなる。核技術を維持するのは世界秩序をどう構想するか、国の在り方をどう構想する

かと直結しています。 
核に関する選択の究極はそこにあります。経済のことはどうにでもなります。リーズナ

ブルに考えれば、原発を続けるというオプションは経済的にはないのです。アメリカでも

そうですが、原爆を作り、水爆も作って、開発費を含めいろんなことを考えた時に民生用

の技術にして売っていく可能性、それと核技術が総合的になってきて、あらゆる要素を組

み込まなければならなくなった時に、兵器だけを作っていてもだめで、違う活用の仕方を

考える、それによって兵器産業のすそ野を広げていくということを考えた時に核エネルギ

ーを民間で使わせるというオプションが出てくるわけです。アメリカでも５０年代初期に

原発をやらないかといわれて手を上げた電力会社は一つもなかったわけです。けれども国

の政策として、原子力発電をやれといわれ、やることによって補助金も研究費もいっぱい

出るし、制度的にも優遇されますから、当時、冷戦状況が厳しくなる中で国に貢献すると

いう姿勢を示すために原発を始めたのです。高木仁三郎さんやアメリカの本にも詳しく書

かれています。 
原子力エネルギーに固執する根拠は軍事的オプションを確保することに尽きるわけです。 

 

４ ＜核＞技術とは人間にとって何か？ 

今日の講演の演題は「核と未来」としていますが、「原子力」ではありません。「原子力」

という言葉は「原子力の平和利用」という時から使われるようになりました。原子爆弾の

威力を文明の発展のために利用しようというのですが、「原子力」という言葉には、すばら

しい文明の発展を約束する新しい力だというイメージがついて回っているわけです。一方

の「核」という言葉には核実験とか核兵器とか核戦争とかいう軍事的な結びつきが強かっ

たわけです。原子力発電所は英語では nuclear power station (plant)です。nuclear です。

核を使った power station です。その nuclear を、ポジティブな意味を与えようとする時に

は「原子力」、そうではない時は「核」と訳すのです。日本語にはいつも翻訳の操作という
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ものがあります。例えば「国連」（United Nations）でも戦争中は「連合国」ですが、戦後

は「国連」と訳すわけです。国連とは戦後の連合軍の作った世界秩序のための組織ですか

ら「連合国」でもいいわけです。それを、戦後の日本はまずいから「国連」という訳し方

をするわけです。 
「同時多発テロ」もアメリカのどの新聞を見ても「同時多発テロ」と訳せるようなもの

はありません。「９．１１」と書かれたものを自動的に「同時多発テロ」と訳しているので

す。そうすると全くニュアンスが変わってきてしまいます。日本では「テロ」といいます

が、アメリカやフランスでは suicide attack(bombing)とか kamikaze といっています。そ

れを自動的に「テロ」とか「同時多発テロ」とか訳しているのです。日本では戦前に「エ

ログロナンセンス」という言葉がありましたが「エロ」「グロ」という言葉にすると非常に

下卑た言葉になります。だから日本では「テロリズム」(terrorism)とは言わない。メディ

アは「テロ」という言い方をどこかで決めているのです。全世界ではこのような吐き捨て

るような言葉はありません。翻訳の時に、日本語にしか通用しない特殊な意味合いの言葉

を載せることがよく行われます。 
「核」の場合もそうです。同じ nuclear でもネガティブに見る場合は「核」と訳します。

ポジティブに（警戒してもらっては困る時）は「原子力」と訳す。しかし、実態は一つで

す。物質の究極の単位の原子核を何かぶつけて壊す――その技術です。そうするととんで

もないエネルギーが出る。これは１つの言葉で表現した方がよくわかる。「核」エネルギー

です。それを扱う技術を「核」技術と呼べばよいわけです。軍事的問題も民生の問題も同

じ一つの観点から見ることができるわけです。 
 

５ ＜核＞技術の性格 

そこで問題となるのが「核」技術です。 
簡単な図を用意しました。 
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自然界の物質は原子に行き着く。その原子は基本的には変わらなくて、原子がいくつか

組み合わさったり離れたり、混ぜ合わされたりして分子レベルで我々が経験する世界の事

象が起こっている。その原子は基本的には変わらないのですが、１９世紀末頃に最初に放

射線が発見され、その後ある操作をすると分裂するということが２０世紀初めにかけて分

かってきた。ウランの原子核に中性子をぶち当てるとウランの原子核が不安定化して分裂

して、そこからまた放射線と中性子が出ることが分かったのが１９３９年のことです。こ

のときに厖大なエネルギーが出る。ちょうど第二次世界大戦が始まった時期だったので、

この破壊力を使えればということで核分裂を利用した兵器の開発競争が始まります。 
ウランは日常的には我々が自然の中で見つけることができる元素の中では一番重いもの

です。それよりも重い元素がありって、超ウラン元素といいますが、それは核技術が作り

出したものです。原子核は陽子と中性子が組み合わさってできています。軽い元素――ヘ

リウムは陽子と中性子が２個づつ組み合わさっていますが、軽い元素から重い元素へとだ

いたい陽子と中性子の２個の組み合わせで増えていくのですが、大きくなると１つや２つ

余分があっても構わない。「同位体」といいますが、陽子と中性子の数が異なることがあり

ます。ウラン２３５は不安定なので、そこに中性子をあてると、それを吸収して重くなり、

さらに不安定化して今度は崩壊を始めます。それが分裂ですが、分裂する時に陽子と中性

子を結びつけているものすごいエネルギー――化学変化のエネルギーより遙かに強い１０

万倍ものエネルギーなのですが、それを引きはがすことで、いままで結びつけていたエネ

ルギーが放出されるのです。このエネルギーはさしあたり破壊にしか利用できない。これ

で原爆が開発されました。 
第二次大戦後すぐ冷戦に入ります。当初、アメリカが核を独占していましたが、ソ連が

４年後に開発に成功します。その後、アメリカは水爆を開発しますが、ほぼ同時にソ連も

水爆を開発し追い付いてしまいます。お互いに競り合いするわけで、爆弾の規模で、そし

て爆弾の数で、次には輸送手段で競り上げをしていきます。 
核分裂は、エネルギーを出すだけではなく、分裂した物質は放射線を出し続け、中性子

も出す。その時の中性子は他のウランに当たり分裂させるのに利用するのですが、出てく

る放射線はどうしようもない。封じ込めようがないわけです。 
それが人間に対してどういう働きをするか、広島・長崎で使ってみて初めて分かってき

ました。その資料は全てアメリカに持ち帰り研究されました。その大部分は１９７２年頃

に日本に帰ってきましたが、人間に対してもっとも危険なのは、化学変化と比べてあまり

にもエネルギーが強いために、それを浴びると、人間の染色体がぶち切られてしまうとい

うことです。我々の体は日々再生されていますが、その為には染色体が健全でなければな

りません。染色体が損傷を受けると同じ細胞ができない。周りとなじまないと細胞はアポ

トーシスということで自分で死んでいく。細胞がぼろぼろと落ちていくことになります。

新陳代謝の激しい内臓とか腸の粘膜からだめになっていく。それは人間だけではなく生き
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物全て同じです。生き物とは死ぬものです。細胞のレベルでも、個体のレベルでも、死ん

で、新しいものを残して、違う形で生きてゆくのです。死ぬ時は、別の新しいものができ

ている。新しいものに引き継がれる、これが生き物です。このメカニズムの根本を担って

いるのがＤＮＡです。ＤＮＡが健全である限り同じものができます。人間という種でいえ

ば、親とよく似た違うものができる。そうやって命を引き継いでいく。染色体が損傷する

というのは、この生き物の再生産がだめになるということです。だから、放射線は原理的

に生き物とは相容れないのです。 
ウラン２３８に中性子を当てるとプルトニウム２３９という物質ができます。この物質

は染色体を傷つける能力が大きいのです。核分裂の実験しているときに初めて生じたので、

これに Pluto（地獄の冥王）という名がつけられました。これも自然界には極々微量ありま

す。残存プルトニウムといいます。 
水素は陽子１つ、へリウムは

陽子２つと中性子２つ……とだ

んだん複雑になりウランまであ

る。地球の初期、５０億年前～

３０億年前まではもっと大きな

元素があったといわれます。そ

のような元素は大きすぎて不安

定だから崩壊していく。崩壊す

ると放射線を出す。どんどん崩

壊して放射線を出すから、初期

の地球は放射線だらけだったの

です。そのような大きな元素が

どんどん分裂して放射線を出しながら安定した元素になっていく。安定すれば放射線も出

なくなります。ほとんどの物質がそういう状態になり、地表に放射線がなくなったとき、

しかも大気ができて宇宙からの放射線も大気で遮られるようになったときに、大気圏から

水の中で生命体が初めて生まれてきたのです。染色体が自分と同じものを作って交代して

いく。それがどんどん複雑になり人間のような生命体が出てくるのです。その生命体は、

ウランより大きな元素がほとんど崩壊して安定した状態になり、放射線がほぼ消えた時に

初めて生まれてきたのです。核技術でそれより大きなプルトニウムなど作り、さらにそれ

を分裂させてエネルギーを取るなどということをして放射線を大量に増やすことは、その

意味では生命の生存条件を破壊しているということです。厖大なエネルギーが出るが、そ

のエネルギーを欲しいがためにやっているのですが、この技術は壊すだけです。その分裂

した物質は当初「死の灰」といわれていました。放射線は短い物質ではヨウ素１３１のよ

うに８日間で半減するとか、長いプルトニウムは２万４０００年、ウランだと２０億年も

半減するのにかかるわけです。 
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この放射線に関しては核技術は何もできない。核技術はものすごく無責任は技術です。

分裂してできたものを放射性「廃棄物」といいますが、じつは廃棄できないのです。どこ

にも置けないのです。日本では六ヶ所村などを廃物処理場にしようなどという動きがあり

ますが、どこも引き受けない。福島第一原発には１～６号機まであって、使用済核燃料も

ある。「冷温停止」などといっていますが、原子炉の処理ができるのか、核燃料を取り出せ

るのか。それを考えたら、もう事実上“核の墓場”になっています。しかし、そのような

ことを言うと「辞職」しなければならない。本当のことは言ってはいけないという圧力が

働いているわけです。実際、福島第一と福島第二の核燃料をよそへは持って行けない。そ

こに人は住めないのだから、そこに置くしかない。除染すればいいというが不可能です。

政府が責任を持って北海道などに双葉新町とか浪江新町などの移民村を作る以外にはあり

ません。飯舘村はこれまで本当に努力して「までいライフ」というキャッチフレーズで村

づくりをしたいい村だったようです。今回、それがやられてしまったので村長はあきらめ

きれないのです。だから「２年で除染しろ」、「それでみんな村に帰ってくるんだ」といっ

ていますが、無理でしょう。昔、ここにこんなすばらしい村があったという記憶を残して、

みんなでどこかに移るしかないでしょう。そういう本当のことを言えない空気があります。

本当のことを言いながら対策を取ることが、今後のロードマップの前提になるのですが。 
 

６ ＜核＞とわれわれの未来 

冷戦以降大きな戦争ができなくなったので国々は経済戦争をやります。たとえばサウジ

アラビアに原発を売るといって、日本も韓国もインドも国をあげてあらゆる外交手段と金

を使って売り込みにかかります。それは武器を使わない戦争です。その売り込みでどれだ

けの利益をあげるかを国ごとに競争しているわけです。それをやらないと最終的に国が立

ちゆかないと思わせるような状況が作られている。つまり経済で国を立てるんだという。 
そういう動きのなかで、東京の人間は原子力の電気を使っているから責任があるとか言

われますが、私は、冗談ではないと思う。原発で電気を作ってジャブジャブ使わせるよう

にする仕組みがあるわけです。おかしいのはそちらです。過疎の所には原発を呼べばこれ

だけの補助金が来る。これが麻薬のようにきいて、もうやめられず、１基造ったら２基目

も３基目も造ってくれという構造を作り出し、原発が推進されてきました。 
核技術の一番の問題は、核分裂させてそこから出てくる放射線に何らの手を打つことも

できない不完全な技術だということです。それであたかも人類の未来を開けるかのごとき

ことを言ってきました。最初、巨大な破壊力を独占し、それで君臨していたアメリカは世

界の魔王のように見えてきます。原爆を作っただけではなくそれを使った。それでも「原

子力」はすばらしいものだというために、それを発電に使おうとしたわけです。ある種の

うしろめたさ－－とんでもないことをしたと思いたくない、いいことをしたと思いたいわ

けです。でも実際は、原子力では飛行機も飛ばせないし、汽車も走らせられないし、唯一
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使えるのが湯沸器（発電）だったということです。 
美浜の発電所に行くと、ＰＲセンターに子どもが遊べるゲーム室があります。放射線遮

断ゲームというのがあり、α線は紙一枚で止まる。β線はプラスチック、γ線は鉛の板で

止めます。あるいは、ウランが１個分裂すると中性子が２個出る。それが他のウラン原子

に当たると今度は二つ分裂して増殖していく。その中性子を１個だけ止めて、１個だけを

他のウラン原子に当てて核分裂を抑制するというゲームもあります。放射線遮断ゲームの

場合、α線が飛んできた時は紙を出す。γ線が飛んできた時は鉛を出す、それが混乱する

と「被曝」してしまうのです。抑制ゲームでは、うまくひとつの中性子が止められないと

連鎖反応で爆発です。こうやって子どもに「火遊び」をさせて、放射能に麻痺させようと

いうわけです。 
いままで世界で核実験が２４００回、そして世界に５００基の発電所があり、福島の原

発にも原爆換算で何百発もの放射能が出たといわれています。世界にはすでにものすごい

量の核廃棄物があります。人間が核技術を持ってから原爆が開発されるまでにわずか４年

です。それから半世紀余、今や放射線がいっぱいばらまかれ、貯蔵されており、置き場も

ない。それが、使えば使う程増えてゆきます。最近評判になったフィンランドのオンカル

の廃棄物処理場を扱った「１０万年後の安全」という映画がありましたが、即時原発を止

めようが止めまいが、わたしたちは放射線から解放されるわけではありません。放射性廃

棄物と付き合っていかねばなりません。 
私が大学生の頃、原子力工学科は花形でしたが、今は原子力工学科に進学する学生はほ

とんどいません。これはまずいことです。いまこそ国でそのような技術者を養成する機関

を作り、核技術を磨き続けなければなりません。ただし、いままでのように原子核を分裂

させてそのエネルギーだけを取り出して、後は知らないという研究ではなく、放射能をど

のように有効に遮蔽できるかとか、農業はどのくらい再生できるのかといった研究です。

破壊するだけの核技術ではなく、そうして呼び起こしてしまった荒ぶる神をどう“鎮撫”

するかという技術を、どうしても磨いてゆかねばなりません。“鎮撫”しつつ生きるという

ことです。人生８０年として、何万年も世代交代しつつ“鎮撫”し続けていかねばなりま

せん。 
これまで人間は過去の遺産を活用しながら、まだ限定されていない未来を生きていく―

―未来は我々にとって開かれた希望だったわけです。けれどもこれからは未来をカウント

しなければならない。１００年先はどうか、この容器は１万年持つか、などとまだ来ない

未来をカウントしながら放射能との関係を考えていかねばなりません。守りの姿勢ですが、

人間で在り続けるにはこの守りの姿勢をもたないと貫けなくなったのです。今回の事故は、

そんなふうにわれわれと未来との関係を根本的に変えた、というより、核技術はそれを変

えたのだということを改めて思い知らせたのです。 
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★★★★★★★★★★★★★★★講師紹介★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ 
西谷修（にしたに・おさむ） 
 1950年愛知県生まれ。東京大学法学部卒業。東京都立大学大学院、パリ第８大学で学ぶ。

日本のフランス哲学者。明治学院大学文学部教授、東京外国語大学大学院地域文化研究科

国際協力講座教授を経て、2009 年より東京外国語大学総合国際学研究院（先端研究部門）

教授。 

《近年の主な著書》 

『戦争論』（岩波書店 1992年）『夜の鼓動にふれる―戦争論講義』（東京大学出版会 1995

年）『離脱と移動―バタイユ・ブランショ・デュラス』（せりか書房 1997 年）『世界史の臨

界』（岩波書店 2000年）『「テロとの戦争」とは何か―9.11以後の世界』（以文社 2002年 / 

「〈テロル〉との戦争」増補新版 2006年）『理性の探求』（岩波書店 2009年） 

西谷修－氏ブログ Global Studies Laboratory http://www.tufs.ac.jp/blog/ts/p/gsl/ 

★★★★★★★★★★★★★これまでのちょっといって講座★★★★★★★★★★★★★ 
３５ 第３５回ちょっといって講座 
  日時 ２０１１年２月２１日 
  演題 正規・非正規労働と賃金格差 

講師 遠藤公嗣明治大学経営学部教授 
 
３４ 第３４回ちょっといって講座 
  日時 ２０１０年１１月１０日 
  演題 冷たいお金か温かいお金か 
  講師 内山節氏（哲学者）立教大学大学院教授 
 
３３ 第３３回ちょっといって講座 
  日時 ２０１０年８月２日 
  演題 支給の始まった「子ども手当」を評価する 

講師：北 明美福井県立大学看護福祉学部教授 
 
３２ 第３２回ちょっといって講座 

日時 ２００９年 12 月 14 日 
演題 政権交代と道州制の行方 
講師  本山美彦氏 大阪産業大学経済学部教授 

 
３１ 第３１回ちょっといって講座 

日時 ２００９年３月４日 
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演題 県内の雇用情勢と派遣労働の問題点」 
講師  吉村臨兵氏 福井県立大学看護福祉学部教授 

 
３０ 第３０回ちょっといって講座 

日時：２００８年８月５日 
演題：排出権取引制度は地球温暖化問題の救世主か 
講師：岡敏弘福井県立大学経済学部教授（経済学部長） 

 
２９ 第２９回ちょっといって講座 
  日時：２００７年１１月１９日 
  演題：「医療崩壊」を食い止めろ 
  講師：権丈善一 慶応義塾大学商学部教授 
 
２８ 第２８回ちょっといって講座 
  日時：２００７年８月８日 
  演題：「グローバル化の闇で蠢く改憲プログラム」 
  講師：本山美彦 福井県立大学教授（京都大学名誉教授） 
 
２７ 第２７回ちょっといって講座 
  日時：２００６年１０月２６日 
  演題：「改正後の介護保険制度の現状と課題」 
  講師：池田省三 龍谷大学教授 社会保障審議会介護給付費分科会委員 
 
２６ 第２６回ちょっといって講座 
  日時：２００６年７月１３日 
  演題：「グローバリズムの本質と日本の進路」  
  講師：本山美彦 福井県立大学教授 
 
２５ 第２５回ちょっといって講座 
  日時：２００５年１１月２９日  
  演題：「失敗学から防災を考える」 
  講師：飯野謙次 特定非営利法人失敗学会副会長 
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ 
ちょっといって講座実行委員会 

          福井市大和田町 38-30-3 福井県地方自治研究センター内 

           ℡（0776）57-5800  http://www.mitene.or.jp/~ryuzo 


